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読売新聞他今後も紹介多数 
［重版決定 １２月２２日出来］ 

民主主義の壊れ方 
クーデタ・大惨事・テクノロジー 

デイヴィッド・ランシマン 著 
若林茂樹 訳 

もし、いまの危機と似ている時代があるとするなら、それは 1890

年代だ。貧富の差が拡大、ドレフュス事件はじめ陰謀論が跋扈し、

ポピュリズムが生まれたあの時代である。このときは革新主義と

世界大戦で危機を乗り越えたが、現在その選択肢はない。本書

では、クーデタ・大惨事・テクノロジーという観点から民主主義の

崩壊をシミュレートする。そこにトランプはいない。中国の権威主

義体制も民主主義を覆すには至らない。では何が脅威なのか？  

地味ながら過激で刺激的な問題提起［開沼博氏、サンデー毎日 12/13 号］ 
西洋型民主主義が危ういらしいが、それはすぐに消えるわけでもないようだ。筆者は

その現状を「中年」と表現する。人も企業も国も地球も、いずれ必ず死ぬ。民主主義

だってそのはずで、その兆候が徐々に感じられはじめたのが現在だと。 
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